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10月
広
報つわの

８月15日、日原鮎まつり花火大会で打ち上げられた約

3200 発の大輪の華。

花火の木霊する音と美しい光の華に、多くの観客が魅了さ

れていました。花火を目的に帰省する人も多く、夜店では、

久しぶりの再会を喜ぶ声が多く聞こえていました。



盛
り
上
が
っ
た
津
高
祭

２
日
の
金
曜
日
に
開
催
さ
れ
た
文

化
祭
に
は
台
風
12
号
の
影
響
に
よ
る

雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
大
勢

の
保
護
者
の
方
が
観
覧
す
る
中
、
毎

年
恒
例
の
ク
ラ
ス
対
抗
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
や
合
唱
・
吹
奏
楽
部
の
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
津

高
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
恒
例
の
バ
ザ
ー
を
行

い
、
焼
き
そ
ば
、
う
ど
ん
な
ど
を
格

安
で
販
売
し
、
昼
ご
飯
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
生
徒
や
保
護
者
か
ら
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

３
日
の
土
曜
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
体
育
祭
り
は
、
雨
の
た
め
５
日
に

順
延
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
も
あ
い

に
く
の
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
大
勢
の
保
護
者
の
方
が
来
ら
れ

一
生
懸
命
に
生
徒
を
応
援
し
て
い
ま

し
た
。

雨
の
中
で
の
綱
引
き
、
ム
カ
デ
競

走
、
応
援
合
戦
な
ど
、
悪
条
件
な
が

ら
一
生
懸
命
に
競
技
す
る
姿
勢
は
津

高
生
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

し
た
。

今
年
、
高
校
に
赴
任
し
て
き
た
齋

藤
教
頭
は
、「
学
園
祭
を
経
験
し
て

一
番
に
思
う
こ
と
は
、津
高
生
の『
良

さ
』
で
す
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
っ
た
文
化

祭
で
は
、
生
徒
達
の
楽
し
み
な
が
ら

も
節
度
あ
る
行
動
は
文
化
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
し
た
。
体
育
祭
は
、
３

時
間
も
グ
ラ
ン
ド
整
備
を
し
た
後
で

始
ま
り
、途
中
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、

生
徒
は
全
力
で
走
り
・
応
援
し
、
悪

条
件
を
全
く
感
じ
さ
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。『
津
高
生
は
す
ご
い
な
！
』
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

～
津
高
魂
満
開
じ
ゃ
！
～

津
和
野
高
校 

文
化
祭
・
体
育
祭

大迫力の応援合戦チームワークが大切な百足競争

若 し々くダイナミックな動きを
取り入れた神楽

全
国
大
会
で
の
活
躍

　

今
年
の
夏
は
、
３
名
の
生
徒
が

全
国
大
会
に
出
場
し
そ
れ
ぞ
れ
日
頃

の
練
習
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま
し

た
。将

棋
部
門

　

年
生
の
江
山
光
さ
ん
が
８
月
４

日
か
ら
福
島
県
郡
山
市
で
行
わ
れ
た

第
35
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
将
棋

と
８
月
22
日
か
ら
福
岡
市
で
行
わ
れ

た
第
24
回
全
国
高
等
学
校
将
棋
竜
王

戦
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
の
強
豪
選
手
た
ち
の
互
角
の

戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、
両
大

会
と
も
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
出
場
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

か
る
た
部
門

福
島
県
会
津
市
で
開
催
さ
れ
た
第

35
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
の
か
る

た
部
門
に
島
根
県
チ
ー
ム
と
し
て
に

出
場
し
た
2
年
生
の
波
田
和
子
さ
ん

は
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
決
勝
進
出

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

空
手
道
（
個
人
組
手
）

７
月
31
日
に
青
森
県
十
和
田
市
で

開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
に
島
根
県
代
表
と
し
て
出
場

し
た
1
年
生
の
片
山
未
由
さ
ん
は
残

念
な
が
ら
初
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。
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第 49 回津和野町駅伝競走大会開催

第33回日原駅伝競走大会

第23回津和野町スポーツ少年団大会

申込・問合せ先：津和野町体育協会事務局☎ 0856-72-1854

申込・問合せ先：津和野町教育委員会☎ 0856-72-1854

出場チーム募集中 !

主催：津和野町教育委員会・津和野町体育協会

主催：津和野町教育委員会・津和野町体育協会・日原中央公民館

日時：平成 23 年 10 月8日（土）開会式：12 時 30 分（木部長福八幡宮）
出発：	13 時～（一般・職域・オープンの部、21.1km）
 13 時 20 分～（女子の部・小学生の部、13.1km）
参加料：一般・職域・オープンの部≫2,000 円　女子の部・小学生の部≫1,000 円

参加申込：９月30日まで

地域のスポーツをする子ど
も達が集まり、練習の成果
を思う存分発揮し、スポー
ツを通じて仲間と交流し、
より仲良く・上手くなるた
め頑張ります。

種目 日時 会場

野球
10 月９日

午前８時～
津和野高校グラウンド

津和野町運動広場

剣道
10 月30日
午前 9 時～

津和野町立小川体育館

柔道
10 月9日

午前 9 時半～
津和野高等学校柔剣道場

ﾐﾆﾊ ｽ゙ｹｯﾄ
9 月 25日

午前 9 時～
津和野町小川体育館

ー日時ー

平成 23 年 10 月 29日（土）（小雨決行）

開会式：9：10 ～　スタート：10:00 ～

ー参加種別ー

一般男子・中学生男子の部（全長 15.7km、

女子の部（全長 9.1km）、小学生の部（全

長 6.6km）

ー参加料ー

600 円 / チーム（中学生以下で編成された

チームは無料）

ー参加申込ー
10 月 21日まで

大 会 コ ー ス

女子・小学生の部は横
瀬（第2中継所）から
のスタートとなります。

1区	3.1km

2区	4.9km

3区	3.7km

4区	3.4km

5区	3.0km

6区	3.0km

長福八幡宮

四 本 松

横 瀬

喜 時 雨

町 役 場

町 役 場

下 千 原
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▼ ▼

▼ ▼

不法投棄は「しない」「させない」「許さない」
違反すると重い罰金が課せられます

ストップ・ザ・野焼き
ゴミの適正処理にご協力を

み
だ
り
に
ご
み
を
山

林
、
原
野
、
道
路
沿

い
や
河
川
沿
い
な
ど
に
捨
て

る
行
為
が
、
不
法
投
棄
で
犯

罪
行
為
で
す
。

ま
た
、
捨
て
た
ご
み
が

ち
ょ
っ
と
し
た
紙
く
ず
や
カ

ン
、
ビ
ン
等
で
あ
っ
て
も
同

様
の
こ
と
で
す
。

違
反
す
る
と
５
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円

（
法
人
は
３
億
円
）
以
下
の

罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
不
法
投
棄
未
遂
も
、
実

行
と
同
様
の
罰
則
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

不
法
投
棄
が
与
え
る
影
響

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
地

域
の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で

な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土

壌
や
水
質
に
重
大
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

ま
た
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み

を
片
付
け
、
元
の
状
態
に
戻

す
に
は
、
多
く
の
時
間
と
お

金
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ご
み
の
処
理
費
用

等
は
、
貴
重
な
税
金
で
賄
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

野
焼
き
は
違
反
で
す

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
で
は
野
焼
き

は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
す
る
と
5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
又
は
そ
の
併
科

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
野
焼
き
未
遂
や
、

野
焼
き
を
行
う
目
的
で
廃
棄

物
の
収
集
又
は
運
搬
し
た
者

に
も
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

特
別
な
例
外
規
定

次
の
様
な
場
合
は
例
外
と

な
り
ま
す
。

○
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の

や
む
を
え
な
い
焼
却

〇
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で

行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

〇
風
俗
習
慣
上
、
宗
教
上
の

行
事
な
ど
で
行
う
焼
却

※
生
活
環
境
の
保
全
上
著

し
い
支
障
を
生
ず
る
廃
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
の
焼
却
は
こ
れ

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

野
焼
き
禁
止
の
特
別
な
例

外
規
定
と
さ
れ
た
行
為
で

あ
っ
て
も
、
煙
や
臭
い
な
ど

環境生活課☎ 72-0309

環境生活課☎ 72-0309

不
法
投
棄
さ
れ
た
ら
　

不
法
投
棄
は
あ
く
ま
で
行

為
者
が
片
付
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
特
定
が
で

き
な
い
場
合
、
土
地
の
管
理

者
や
所
有
者
が
処
理
責
任
を

負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
不
法
投
棄
し
に
く
い
環
境

を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

具
体
的
に
は
、
①
こ
ま
め

に
草
刈
等
を
行
い
、
見
通
し

の
良
い
き
れ
い
な
状
態
に
し

て
お
く
。
②
ロ
ー
プ
や
柵
を

す
る
、
入
口
に
鍵
を
設
け
る

な
ど
、
簡
単
に
投
げ
込
め
な

い
、
入
り
込
め
な
い
よ
う
に

す
る
。
③
定
期
的
な
見
回
り

な
ど
で
土
地
の
状
態
を
把
握

し
て
お
く
、
な
ど
で
す
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人

や
不
法
投
棄
物
を
見
か
け
た

と
き
は
、
ま
ず
自
身
の
安
全

を
確
保
し
た
上
で
、
分
か
る

範
囲
の
情
報
（
投
棄
者
の
特

徴
や
車
の
ナ
ン
バ
ー
等
）
を

記
録
し
、
警
察
や
役
場
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ドラム缶やブ
ロックやレンガ
等を使用した簡
易な焼却炉によ
るごみの焼却は
禁止されていま
す！

に
よ
り
生
活
環
境
に
支
障
を

与
え
、
苦
情
等
の
あ
る
場
合

は
、
改
善
命
令
や
各
種
の
行

政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
や
む
を
得
ず
燃
や
す
場

合
は
、
ご
近
所
の
理
解
を
得

て
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
家
庭
の
ご
み
は
野
焼
き

を
せ
ず
、
分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
指
定
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を

行
い
、
自
然
環
境
、
生
活
環

境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

里親になりませんか
始めてみませんか、子育て

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
族
と
一
緒
に
生

活
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
子

ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
里
親

と
は
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

を
自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、

家
庭
的
な
環
境
の
中
で
愛
情

を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ

る
方
で
す
。

里
親
の
家
庭
で
愛
情
に
包

ま
れ
、
家
族
の
一
員
と
し
て

暮
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
1
人
の
人
間
と
し

て
大
切
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て

い
る
と
い
う
感
覚
を
持
ち
な

が
ら
育
つ
こ
と
が
出
来
ま

す
。里

親
に
は
、
子
ど
も
が
親

と
一
緒
に
生
活
出
来
る
よ
う

に
な
る
ま
で
養
育
す
る
「
養

育
里
親
」
と
養
子
縁
組
に
よ

り
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望

す
る
「
養
子
縁
組
里
親
」
が

あ
り
ま
す
。（
こ
の
ほ
か
に

専
門
里
親
、
親
族
里
親
が
あ

り
ま
す
。）

子
ど
も
が
好
き
で
あ
り
、

愛
情
と
熱
意
を
持
っ
て
、
真

心
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ

さ
る
方
を
求
め
て
い
ま
す
。

養
育
里
親
の
場
合
は
、
長
期

の
養
育
だ
け
で
な
く
、
１
週

間
、
１
ヶ
月
間
と
い
っ
た
短

期
間
の
養
育
を
し
て
く
だ
さ

る
方
も
求
め
て
い
ま
す
。

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特

別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
必
要
な
研
修
を
受
講

す
る
こ
と
、
里
親
を
希
望
す

る
方
と
そ
の
同
居
人
が
欠
格

事
由
に
該
当
し
な
い
こ
と
、

経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

福祉事務所☎ 72-0673
益田児童相談所☎ 0856-22-0083

里
親
に
な
る
ま
で

①
相
談

②
家
庭
訪
問
・
調
査

③
研
修
受
講

④
申
請
書
類
提
出

⑤
社
会
福
祉
審
議
会

の
意
見
聴
取

⑥
里
親
認
定
・
登
録

⑦
子
ど
も
の
養
育

右
の
流
れ
は
養
育
里
親

の
場
合
で
す
。

経済的自立や福祉増進に一役買います
母子・寡婦福祉資金の予約貸付を受付中

▼
対
象
と
な
る
方

平
成
24
年
４
月
の
進
学
等

を
希
望
し
て
い
る
次
の
①

～
③
に
該
当
す
る
方

①
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家

庭
の
母
ま
た
は
児
童

②
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す

る
寡
婦
・
20
歳
以
上
の
子

③
父
母
の
な
い
児
童

▼
対
象
と
な
る
資
金

①
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と

す
る
資
金（
貸
付
は
無
利
子
）

○
修
学
資
金

高
等
学
校
、
大
学
な
ど
に

就
学
す
る
た
め
の
授
業
料
、

書
籍
代
、
交
通
費
な
ど
に
必

要
な
資
金

○
修
業
資
金

就
職
に
必
要
な
知
識
技
能

を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
。

○
就
学
支
度
資
金

就
学
・
修
業
に
必
要
な
入

学
金
な
ど
の
資
金
。

②
母
子
家
庭
の
母
、
寡
婦

の
知
識
技
能
習
得
を
対
象
と

す
る
資
金

（
連
帯
保
証
人
を
立
て
る

場
合
は
無
利
子
、
立
て
な
い

場
合
は
年
１
．
５
％
）

○
技
能
習
得
資
金

就
職
に
必
要
な
知
識
技
能

を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金

▼
提
出
書
類
等

○
連
帯
保
証
人

○
貸
付
申
請
書
※

○
戸
籍
・
住
民
票
の
写
し

○
県
税
の
納
税
証
明
書

○
就
学
修
業
先
調
書
※

○
修
学
修
業
の
た
め
に
必

要
な
金
額
が
分
か
る
参
考

資
料

○
口
座
振
替
申
出
書
※

（
左
記
は
参
考
で
す
。
※

の
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま

す
。）

▼
申
込
締
切

○
第
１
次
締
め
切
り

平
成
23
年
11
月
30
日

○
第
２
次
締
め
切
り

平
成
24
年
2
月
29
日

▼
そ
の
他

日
本
学
生
支
援
機
構
法
に

よ
る
奨
学
金
な
ど
、
他
制
度

に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
申
込
・
問
合
せ
は
福
祉

事
務
所
ま
た
は
島
根
県
青
少

年
家
庭
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ
お

願
い
し
ま
す
。

福祉事務所☎ 72-0673
島根県青少年家庭福祉グループ☎ 0852-22-6688
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▼ ▼

▼ ▼

国
民
年
金
の
保
険
料
免

除
期
間
に
は
、
全
額

免
除
、
4
分
の
3
免
除
、
半

額
免
除
、
そ
し
て
4
分
の
1

免
除
の
4
つ
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
免
除
期
間

は
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の

各
基
礎
年
金
に
つ
い
て
、
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
を
み
る
場
合
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
同
じ
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

免
除
で
年
金
額
は
減
額

保
険
料
免
除
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
う
え
で
は
、
免
除
の

種
類
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
学
生
納
付
特
例
と

若
年
者
納
付
猶
予
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
の
全
額
が
猶

予
さ
れ
た
期
間
は
、
資
格
期

間
に
は
反
映
さ
れ
て
も
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反

映
さ
れ
な
い
「
カ
ラ
期
間
」

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

10
年
以
内
に
追
納
を

保
険
料
免
除
期
間
や
納
付

を
猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い

保険料の追納で満額の年金受給に近づきます
国民年金のお知らせ

て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

保
険
料
を
追
納
し
て
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
と
若

年
者
納
付
猶
予
期
間
は
同
順

位
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

追
納
す
る
保
険
料
額
は
、

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
さ
れ

た
当
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険

料
月
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

て
決
め
ら
れ
た
額
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

追
納
に
は
申
込
み
が
必
要

で
す
。
そ
の
他
、
保
険
料
の

免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
確
認
や
記
入
方
法
に

つ
い
て
は
浜
田
年
金
事
務
所

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

追
納
は
先
に
経
過
し
た
古

い
月
の
分
か
ら
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
誤
っ
て

新
し
い
月
の
分
を
納
め
た
場

合
に
は
、
保
険
料
が
還
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
追
納
を
し
な
い
と
、
納
め

た
保
険
料
は
還
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

浜田年金事務所☎ 0855-22-0670
健康保険課☎ 72-0651

日
原
地
域
の
活
動
組
織

で
あ
る
日
原
盆
踊
り

保
存
会
（
斎
藤
晏
一
会
長
）

で
は
こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
を
活
用

し
、
盆
踊
り
に
使
う
衣
装
・

和
太
鼓
・
音
響
設
備
を
整
備

し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ

の
収
入
を
財
源
と
し
て
お

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
促
進
や
住
民
の
自
治

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

日
原
地
域
で
は
、
地
域
の

伝
統
行
事
と
し
て
毎
年
８
月

14
日
に
行
な
わ
れ
る
日
原
地

域
慰
霊
祭
に
あ
わ
せ
て
盆
踊

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
存
会
は
、
平
成
22
年
に

約
50
名
の
会
員
に
よ
り
結
成

さ
れ
、
日
原
地
域
に
伝
わ
る

伝
統
の
盆
踊
り
の
継
承
と
技

術
の
向
上
に
取
り
組
む
一
方

で
、
盆
踊
り
を
通
じ
た
住
民

同
士
の
交
流
な
ど
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

日原盆踊り保存会が衣装などを整備
平成 23 年度宝くじコミュニティ助成事業 まちづくり政策課☎ 74-0096

助
成
金
を
活
用
し
て
整
備
し

た
衣
装（
左
）と
和
太
鼓（
右
）

平
成
21
年
度
に
は
、
長
福
千
原

座
神
楽
社
中
が
こ
の
事
業
を
活

用
し
て
神
楽
衣
装
を
新
調
し
ま

し
た

地方税の軽減措置等を受けることができます
軽減措置等を受けるには、手続きが必要となる場合もあります。

申請は忘れずに
福祉タクシー利用券後期分申請について

東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
み
な
さ
ま
に

は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

大
震
災
に
お
け
る
原
子
力

発
電
所
の
事
故
に
よ
る
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
地
方

税
の
軽
減
措
置
等
を
受
け
ら

れ
ま
す
。

軽
減
措
置
等
を
受
け
る
た

め
に
は
、
手
続
き
が
必
要
と

平
成
23
年
10
月
３
日
か

ら
左
記
の
方
を
対
象

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

（
後
期
分
）
の
申
請
を
受
付

ま
す
。

こ
の
券
を
ご
利
用
に
な
る

と
タ
ク
シ
ー
料
金
が
券
１
枚

に
つ
き
５
０
０
円
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
種

の
１
級
お
よ
び
２
級
を

お
持
ち
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
２
種

の
１
級
・
２
級
所
持
者

の
う
ち
障
害
部
位
が
下

肢
、
体
幹
ま
た
は
視
覚

機
能
障
が
い
者
の
方

・
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

・
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

要
介
護
４
・
５
と
認
定

さ
れ
て
い
る
方

※
津
和
野
町
に
居
住
さ
れ

て
い
る
方
の
み
と
な

り
ま
す
。

○
申
請
場
所

総
合
窓
口
（
本
庁
舎
）

福
祉
事
務
所
（
津
和
野
庁

舎
）申

請
の
差
に
は
印
鑑
を
忘

税制上の措置 概要

共
通減免措置

被害にあわれた方の状況に応じて、税の減免を受けることがで
きます。

県
税

自動車税等の
非課税措置

警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録がなされた自動車
には、平成 23 年 3 月11日にさかのぼって自動車税は課されま
せん。また警戒区域内にあった自動車で永久抹消登録等がなさ
れたものに代わる自動車を取得した場合、自動車取得税及び平
成 25 年度分までの自動車税が非課税となります。

不動産取得税
の軽減措置

警戒区域内にあった家屋やその敷地に代わる家屋・土地を取
得した場合、不動産取得税の軽減措置を受けることができます。

町
税

固定資産税・
の軽減措置

警戒区域内にあった住宅用地や家屋に変わる土地・家屋を取
得した場合、固定資産税の軽減措置を受けることができます。

軽自動車税の
非課税措置

警戒区域内にあった軽自動車で自動車車検証の返納等がなさ
れた軽自動車には、平成 23 年 3 月11日にさかのぼって軽自
動車税は課されません。また警戒区域内にあった自動車・軽自
動車で永久抹消登録等がなされたものに代わる軽自動車を取
得した場合、平成 25 年度分までの軽自動車税が非課税となり
ます。

詳細については、下記ウェブサイトをご確認ください。
http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/important/kinkyu02_000106.html

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
県
税
に
つ
い
て
は
、
西

部
県
民
セ
ン
タ
ー
課
税
第
二

グ
ル
ー
プ
（
自
動
車
税
、
不

動
産
取
得
税
）、
東
部
県
民

セ
ン
タ
ー
自
動
車
税
管
理
グ

ル
ー
プ
（
自
動
車
取
得
税
）、

町
税
に
つ
い
て
は
津
和
野
町

税
務
住
民
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

西部県民センター☎ 0855-29-5521
東部県民センター☎ 0852-37-0341

税務住民課☎ 74-0069

福祉事務所☎ 72-0673

れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

利
用
券
の
ご
利
用
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
交
付
申
請
時

に
ご
説
明
し
ま
す
。

申
請
を
忘
れ
ず
に
福
祉
タ
ク
シ

ー
利
用
券
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
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島根農政事務所は
「松江地域センター」になりました
　島根農政事務所は、農林水産省の９月１日の組織
再編により、「松江地域センター（浜田支所）」になり
ました。これにより地域第二課（出雲市）は松江地域
センターに統合されました。
  再編後の松江地域センターでは、戸別所得補償制
度等の農業経営の安定や農山漁村の６次産業化、食
の安全・安心確保等の業務を行います。

【松江地域センター】
〒690―0001松江市東朝日町192

☎ 0852―24―7311
【松江地域センター浜田支所】
〒697―0024	浜田市黒川町3743

☎ 0855―22―0980
参考ＵＲＬ：http://www.maff.go.jp/chushi/

kikouzu/saihen_info.html）

10月は臓器移植普及推進月間です
しまねまごころバンク☎ 0853-22-2256

臓器移植法が改正されました
○臓器を提供する意思表示に併せて、親族に対し臓

器を優先的に提供する意思表示を書面により表示
できます。

○ご本人の臓器提供の意思が不明な場合でも、ご家
族の承諾があれば提供できます。これにより15 歳
未満の方からの脳死下での臓器提供も可能です。

大切な人とお話しましょう
○「提供したい・したくない」一人ひとりのの大切な

気持ちです。自分の気持ち、大切な家族の気持ち、
大切な人とお話しましょう。

臓器提供の意思表示ができるようになりました
○健康保険証、運転免許証の裏面に臓器提供の意思

表示欄が順次設置されています。

萩・石見～東京（羽田）

萩･石見空港

東京（羽田）発

お得な航空運賃情報

この文面に記載の発着時刻・運賃は2011年8月18日現在のものです。お断りなしに変更する場合もございますので、ご了承ください。

【問い合わせ先】　　萩・石見空港利用拡大促進協議会
　　　　　　　　　　　　 〒698-8650　島根県益田市常盤町１番１号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  電話　0856-23-0990　　FAX　0856-23-4655
                                      http://www.iwami.or.jp/airport/

萩・石見着 萩・石見発 東京（羽田）着

11：20 → 12：50 13：20 → 14：55

運賃情報は裏面をご覧ください
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10/11-11/30 12/1-12/22 12/23-12/25 12/26-12/28

スーパー旅割
萩・石見発 9,800 9,800

東京 ( 羽田 ) 発 9,800 9,800

旅割
萩・石見発 16,500 ～ 17,700 16,500 ～ 17,700 20,200 ～ 23,200 20,200 ～ 25,200

東京 ( 羽田 ) 発 16,500 ～ 17,700 16,500 ～ 17,700 20,200 ～ 23,200 20,200 ～ 25,200

シニア空割
10/1-12/21 12/22-1/4

萩・石見発 12,000 16,000
東京 ( 羽田 ) 発 12,000 16,000

◎スーパー旅割は、45日前、旅割は28日前のご予約・ご購入で割引になるおトクな運賃です。
◎シニア空割は65歳以上のANAマイレージクラブ会員の方がご購入いただけるおオトクな運賃です。※事前予約はできません。搭乗日当日、出
発空港において空席がある場合のみご利用できます。
◎「上記航空運賃に加えて「旅客施設使用料金」として東京（羽田）発着170円（80円）が加算されますので予めご了承ください。（　）は小児料金」

≪ ANA ｼﾃｨﾌ ﾗ゚ﾝ東京≫ 1名 1室　1泊 38,300 円～ 69,300 円
航空券とホテルがセットになったお得商品(1名1室）※2011年10月1日～2012年5月6日出発

【問合せ先】萩・石見空港利用促進拡大協議会 ☎ 0856-23-0990　URL：http://www.iwami.or.jp/airport/

墓地を新設さ
れる皆様へ
墓地を新設する場

合、『墓地、埋葬等に
関する法律』により、
事前に町から墓地の
経営許可を受ける必
要があります。

詳しくは税務住民
課までお問い合わせ
下さい。

☎ 74-0059 

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
「
公
証
週
間
」
で
す

公
正
証
書
は
、
あ
な
た
の
暮
ら
し
や
老
後
と
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
す
。
法
化
社
会
、
自
己
責
任
の
時
代
、

大
相
続
時
代
と
言
わ
れ
る
中
で
、
一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

10
月
２
日
は
「
日
曜
無
料 

相
続
・
遺
言
・
任
意
後
見
等
公
証
法
律
相
談
」
の
開
催
日
で
す
。
相
談
は
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
時
間:

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
要
予
約
）

問
合
せ
先:

浜
田
公
証
役
場
（
℡:

０
８
５
５-

２
２-

７
２
８
１
）

いま、助け合わなければならないときに
人権に関する相談は全国共通ダイヤルへ

東
日
本
大
震
災
で
避
難
し

て
き
た
児
童
が
、「
放
射
能

が
う
つ
る
」
と
い
っ
た
中
傷

を
受
け
る
な
ど
の
事
案
が
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

根
拠
の
な
い
思
い
込
み
や

偏
見
で
差
別
す
る
こ
と
は
人

権
侵
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、

や
さ
し
さ
を
忘
れ
ず
、
み
ん

な
で
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

法
務
局
で
は
、
差
別
や
虐

待
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け

る
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
「
全
国

共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
℡:

０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０
）」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

電
話
は
、
お
か
け
に
な
っ

た
場
所
の
最
寄
の
法
務
局
・

地
方
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま

す
。
相
談
は
法
務
局
職
員
又

は
人
権
擁
護
委
員
が
お
受
け

し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
ま
た
、
法
務
局
・
地
方

法
務
局
及
び
そ
の
支
所
で

は
、
窓
口
に
お
い
て
面
接
に

よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

全国共通人権相談ダイヤル
電話：0570-003-110（ナビダイヤル）

時間：平日午前8時30分 ~午後５時１５分
※発信した地域により管轄外の法務局等で電話をうける

場合があります。PHS、一部の IP 電話等からはご利
用できない場合があります。

10 月 17日から 23日は行政相談週間です
お気軽にご相談ください

行
政
相
談
に
つ
い
て

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

行
政
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て

「 

苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
」「
制
度
や
仕
組

み
が
分
か
ら
な
い
」「
苦
情

な
ど
に
つ
い
て
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
総
務
省
で
は
、
行

政
全
般
に
つ
い
て
の
国
民
の

苦
情
や
要
望
を
受
付
、公
正
・

中
立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政

機
関
に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を

行
い
、
行
政
の
制
度
及
び
運

営
の
改
善
を
図
る
事
を
目
的

に
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政

総務財政課☎ 74-0028

税務住民課☎ 74-0059

相
談
委
員
法
に
基
づ
い
て
総

務
大
臣
が
民
間
の
有
識
者
に

業
務
を
委
嘱
し
て
、
地
域
住

民
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
行
政

相
談
窓
口
を
開
い
て
い
る
も

の
で
す
。
町
内
で
は
毎
月
２

人
の
行
政
相
談
委
員
が
、
行

政
相
談
を
受
け
付
け
て
お

り
、
10
月
の
日
程
は
左
記
の

通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【津和野会場】
とき：１０月１４日、２８日（金）１０時～１２時
ところ：津和野町福祉センター
相談員：中島正一

【日原会場】
とき：１０月２１日（金）９時30分～14時30分
ところ：日原山村開発センター
相談員：水津正治

▼
▼



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
営業課　情報戦略係☎74-0092
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お答えします、宇宙人がいない理由
８月 27 日、日原天文台で科学コミュニケーターの中西貴

之さんを招き「Sun-in 星の集い」が開催され、天文愛好家
約 30 人が参加しました。

集会の中で、中西さんは「なぜ宇宙人はそのヘンを歩いて
いないのか」と題し、現在の人類が宇宙にむけて発信してい
る電波の伝達時間や、天体との距離といった事実と科学的見
地を絡めながら、人類が宇宙開発を始めてからいまだに宇宙
人が見つかっていない理由を話しました。時折ユーモアを交
えた講演はあっという間に終了し、会場には大きな拍手の音
が響いていました。

輝け！未来のザック JAPAN
８月 19 日から 3 日間の日程で開催された第 30 回益田カッ

プキッズサッカーフェスティバルに津和野でサッカーを学ん
でいる子どもたちが「やまびこ F.C」として参加しました。

毎年、愛媛や関西からも多くの少年サッカーチームが参加
するこの大会。遠くから来てくれたチームに対して地元を代
表してやまびこ F.C のキャプテン・村上竜一郎くんが「元気
いっぱいサッカーを楽しんでください。」と歓迎の挨拶を行
いました。時折、強い雨が降る中、選手達は全力でボールを
追いかけ元気一杯のプレーを繰り広げました。

地域で取り組む体制づくりを
８月 30 日に日原山村開発センターで津和野町環境パート

ナーシップ会議の総会と講演会が開催され、約 70 人が参加
しました。

総会では、「みどりのカーテン事業」などを含む地球温暖
化対策の推進について取り組んでいくことが確認され、その
後の講演会では、環境省の環境カウンセラーの池

い け だ み つ ゆ き

田満之氏を
講師に招いて「持続可能な社会を創るエコライフの取り組み
方」と題した講演会が行われ、地域の自然や文化、風土を未
来に残すための活動に位置づけをすること、社会全体でのタ
イアップ事業などを協働で行うことが大切だと学びました。

「親学」で楽しく交流

大学生と特別授業

「すわろう家
や
」でホッと一息

８月 19 日に日原保育園で、関係者 30 名以上が集まった
保護者会で「親学プログラム」を行ないました。

この日は「こどものしつけ」についてグループごとに意見
を出し合い、楽しく盛り上がりました。ただ講義を受けるだ
けでなく、ゲーム感覚で、自分の思いや考えを気楽に発言で
きるこのプログラムは、「親学」よりも「親楽」と呼んだ方
がいいのかもしれません。終始和やかな雰囲気で、温かい空
気の流れる会となりました。参加した保護者は ｢すごく楽し
かった。またこのような企画があれば参加したい。｣ と感想
を話していました。

8 月 7 日から３日間、津和野町民センターで津和野中学校
夏休み特別授業「サマースクール」が行なわれました。

今年は島根大学に通う地元出身者ら６名を特別講師として
招き、中学生の学びの手助けをしてもらいました。

最初は、すこし緊張した様子の大学生でしたが、一生懸命
に教える姿が印象的でした。

講師をした大学生は「将来は、教員を目指しているのでこ
の授業はよい勉強になる。どうしたら学習の内容をわかりや
すく伝えることができるのか考えるのが大変だけど、頑張り
たい。」と話していました。

８月６日から日原商店街商工会日原支所前に日原商店街無
料休憩所「まちステーション すわろう家」がオープンして
います。施設には、冷暖房、テレビ、コインロッカーなどや
正面には町営バスの停留所もあり、買い物などの際、バスの
待ち時間や、休憩など自由に利用することができます。

すわろう家には、空き店舗の利活用と、買い物客の滞留に
よる消費行動を促し、商店街の活性化につなげたいという目
的もあります。

開所時間は月曜日から土曜日、午前８時 30 分より午後７
時までです。ぜひ、気軽に利用してみてはいかがですか？
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◆津和野共存病院（☎72-0660）
・月曜日 / 循環器内科（午前 / 第２・４月曜日）

整形外科（午後）

小児科予防接種・乳児検診（午後 / 予約制）

・火曜日 / 外科（午前）

・水曜日 / 小児科予防接種・乳児健診（午後 / 予約制）

・木曜日 / 外科（午前）耳鼻咽喉科（午後）

・金曜日 / 整形外科（午前 / 午後）

※内科 : 月～金曜日（午前）、木曜日（午後２時から開始）

（日本神経学会専門医）初診の場合要予約

※小児科 : 予防接種・乳児検診は 13 時より開始です。

※耳鼻咽喉科 : 木曜日午後 2 時 15 分より開始です。

※整形外科：月曜日の診療は午後 1 時より開始です。

◆日原診療所（☎74-0121）
・月曜日 / 内科（午前 / 午後）

・火曜日 / 内科（午前 / 午後）

　外科（第 1・3・5 火曜日、8 時半～9 時半）

　※受付は 9 時まで

・水曜日 / 内科（午前）消化器内科検査のみ（午前）

・木曜日 / 内科（午前）

・金曜日 / 内科（午前 / 午後）

・土曜日 / 内科（午前）　※第１･３･５

　　　　　泌尿器科（午前）第１･３･５

※泌尿器科の予約は 74－0121まで

※水曜日・土曜日は、午前のみです。

※診療日程は、変更する場合があります。

※ 10 月 29日泌尿器科は休診です。

◆和﨑医院（☎72-0025）
・水曜日/肝臓病専門外来（日本肝臓学会専門医）/予約制

※当院では苦痛の少ない鼻からの胃カメラを行っています。

※循環器専門外来を行っています。

※リウマチ・膠原病専門外来を行っています。

※土曜日の午後は診療しています

（14 時から17 時まで、ただし受付は 16 時 30 分まで）

◆つわぶき医院（☎72-3500）
・火曜日 / ペインクリニック15:00 ～ 18:00

・木曜日 / ペインクリニック9:00 ～ 12:30

※帯状疱疹後の疼痛や慢性の痛みでお悩みの方はご相談

ください。

※通常の診療も行います。

◎明るい生活相談所
10 月7日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30

10 月 21日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30

問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 74-1617

◎心配ごと相談
10 月3日 （月） 木部公民館 9:00 ～ 11:30

10 月3日 （月） 津和野町福祉センター 13:30 ～ 15:00

10 月11日 （火） 畑迫公民館 9:00 ～ 11:00

10 月12日 （水） 小川公民館 13:30 ～ 15:30

10 月14 日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00

10 月 28日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00

問 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎無料人権相談
10 月7日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30

10 月11日 （火） 町民センター 9:00 ～ 12:00

10 月 21日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30

問 : 税務住民課☎ 74-0059

◎無料行政相談
10 月14 日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00

10 月 21日 （金） 山村開発センター 9:30 ～ 14:30

10 月 28日 （金） 津和野町福祉センター 10:00 ～ 12:00

問 : 総務財政課☎ 74-0028

◎手話生活相談
10 月12日 （水） 役場本庁舎 13:30 ～ 16:00

10 月 26日 （水） 役場本庁舎 13:30 ～ 16:00

問 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0673

◎無料法律相談（要予約）
10 月 21日（金） 保健福祉センターやまびこ 13:00 ～16:00

問・予 : 津和野町社会福祉協議会☎ 72-1494

◎年金相談
10 月 28 日（金） 町民センター 10:00 ～15:00

問：健康保険課☎ 72-0651

◎健康相談
10 月3日 （月） 山村開発センター 13:30 ～ 15:30

10 月17日 （月） 山村開発センター 13:30 ～ 15:30

問 : 健康保険課☎ 72-0657

◎生活支援（精神障がい）相談（要予約）
毎日の生活の悩みをお気軽にお話しください。相談日程に

ついては、相談したい方と話し合って決定します。

まずは、お気軽にお問合せください。

問・予約 : 津和野町福祉事務所☎ 72-0673

医療 Medical Consultation Consultation

Sign language

Guide

―難聴の人の「音声」の聞こえ方―
「聞こえ」は人によって違います。全く「音声」の聞こえない人、

「音声」は入るが、それが「ことば」として聞こえない人など様々

です。

難聴の種類には①伝音性難聴（もとの音声が小さく聞こえる。

※補聴器が有効です。）②感音性難聴（か行・さ行・た行

等の音声が聞き取れない。※補聴器はあまり有効ではない。）

③混合性難聴があります。

（参考：「補聴器活用ガイド」コレール社）

○難病専門相談（眼科）
以前に比べて、目が良く見えない、人ごみにぶつかる、光
がまぶしい等、眼の不調の原因が分からず不安、または
難病と診断されており、療養生活などにお悩みを持つ方
を対象に専門医による相談を行ないます。
日時：10 月 22日（土）午後１時～午後 3 時半
ところ：益田保健所
問：益田保健所☎ 0856-31-9549

○島根県育英会奨学生の募集
島根県育英会では、奨学資金の貸与を受けたい人を対象
に予約奨学生を募集しています。申込のできる人は平成
24 年４月に高等学校等へ進学を希望している人で、学習
意欲が旺盛でありながら経済的な理由により修学が困難
な島根県出身の人です。奨学資金の貸与に関する詳しい
情報についてはお問合せください。
問：島根県育英会事務局☎ 0852-28-1981

○西部高等技術校入校生募集
西部高等技術校では下記のコースで入校生を募集してい
ます。詳しくはお問合せください。
事務ワーク科、ＯＡシステム科、建築科、機械加工・溶接科：
各コース10名
問：県立西部高等技術校

☎ 0856-22-2450

◎育児相談	※各会場の子育て支援センターで行います
乳幼児の育児に関する相談、計測などを行います

10 月6日 （木） 日原保育園 10:30 ～ 11:30

10 月 25日 （火） 直地児童館 10:30 ～ 11:30 

問：健康保険課☎ 72-0657

◎断酒会（アルコールに関する相談）
10月12日 （水） 津和野町民センター 19:00 ～ 21:00

10月19日 （水） 山村開発センター 19:00 ～ 21:00

問：断酒会鹿足支部（中田至）☎ 090-9061-8012

問：健康保険課☎ 72-0657

◎自殺予防いのちの電話
10 月10日（月）８:00 ～翌８:00（24 時間）

☎ 0120-738-556（フリーダイヤル）

内容：自殺予防に関する相談

◎かんがるー教室
※子育て支援センター内で行います
妊娠週数 23 週頃までの妊婦さんを対象とした妊婦教室
10 月19日（水） 直地児童館 （受付）9:20 ～ 9:30
対象の方へご案内をしています。ご不明な点やご相談があれ
ばお問合せください。
問：健康保険課☎ 72-0657

相談 相談

手話コミュニケーション

ご案内

日原図書館の新刊図書
□「悪党小沢一郎に仕えて」 石川知裕 朝日新聞出版
□「人質の朗読会」 小川洋子 中央公論新社
□「やなりいなり」 畠中恵 ・・・・ 新潮社
□「間違いだらけのＴＰＰ」 東谷暁 ・・ 朝日新聞社
□「こんなに使えるジンジャーシロップ」 ・・ 嶋田葉子 

家の光協会

津和野図書館の新刊図書 10 月 30 日は休館です
□『血は欲の色』 澤田ふじ子 ・・・・・・・ 幻冬舎
□『化合』 今野敏 ・・・・・・・・・ 講談社
□『パイレーツ・オブ・カリビアン　デッドマンズ・チェ
スト』 アイリーン・トリンブル ・ 偕成社 
□『たかこ焼菓子店のシンプルおうち菓子レシピ』
 稲田多佳子 ・・・・ 主婦と生活社
□『しげちゃん』 長谷川義史 ・・・・・・ 金の星社

Books図書館だより

＊『新・手話教室 入門』より転載
＊発行：財団法人全日本ろうあ連盟発行 ☎ 03-3268-8847

＜おいしい＞には他にもこ
のような表現があります

今月の手話
『おいしい』



世帯数：3,676 人口：8,539 人 出生 死亡

転入 転出

7 8

26 13男 3,965 人　女 4,574 人

広報つわの　□　発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25
□　編集 /営業課　TEL：0856-74-0092　FAX：0856-74-0002　□　印刷 /石見紙工業株式会社

URL：http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成 23 年 8 月末現在）

広報つわの

16 広報つわの

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

8
月
届
出
分

曳ひ
き
の野	

菜な

な

こ
々
子	

7
・
25	

（
町
田
）

田た
な
か中	

希き

え依	

8
・
2	

（
奥
ケ
野
）

沖お
き
た田	

友ゆ

き

の
希
乃	

8
・
2	

（
野
口
）

村む
ら
か
み上	

廻え
こ
う向	

8
・
4	

（
西
一
）

石い
し
か
わ川　

恋れ
の
ん音	

8
・
9	

（
小
瀬
）

山や
ま
だ田	

清せ
い
い
ち一	

8
・
10	

（
寺
田
上
）

河か
わ
の野	

煌こ
う
だ
い大	

8
・
21	

（
寺
田
下
）

8
月
届
出
分

淺
田	

武
志	

８
・
3	

（
枕
瀬
西
）	

74
歳

前
田	
キ
ミ
子	

８
・
5	

（
星
の
里
）	

93
歳

水
津	
サ
ダ
子	

８
・
16	

（
木
ノ
口
下
）	

83
歳

青
木	

富
子	
8
・
23	

（
森　
４
）	

88
歳

萩
野	

克
忠	
8
・
24	

（
西　
２
）	

97
歳

新
山	

安
子	

8
・
25	
（
下
高
野
）	

90
歳

山
内	

フ
ミ
子	

８
・
20	

（
山
根
町
）	

88
歳

■
寄
附
の
お
礼

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
長
嶺 

常
盤 

様
（
笹
山
）

香
典
返
し
と
し
て

ご
注
意
く
だ
さ
い

新
手
の
も
う
け
話
！
医
療
機
関
債
の
ト
ラ
ブ
ル

見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
電
話
で
「
医
療
機
関
が
厚
生
労
働

省
の
許
可
を
得
て
、
医
療
機
関
債
を
発
行
し
て
い
る
。
人

工
透
析
が
で
き
る
医
療
機
関
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
増
や

す
た
め
に
資
金
を
集
め
て
い
る
。
年
利
約
４
％
の
高
い
利
息

が
つ
い
て
５
年
後
に
元
本
が
戻
る
。」
と
勧
誘
を
受
け
た
。

断
っ
た
の
に
、
後
日
業
者
が
突
然
家
に
来
て
し
つ
こ
く
勧
誘

し
て
き
た
の
で
、
断
り
き
れ
ず
一
口
50
万
円
を
4
口
分
、
合

計
２
０
０
万
円
購
入
す
る
こ
と
に
し
、
申
込
書
を
書
い
た
。

後
で
資
料
を
見
る
と
「
医
療
機
関
債
は
金
銭
消
費
貸
借

契
約
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
話
は
聞
い
て
い
な

い
。ど
の
よ
う
な
契
約
が
分
か
ら
ず
怪
し
い
の
で
や
め
た
い
。

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
債
の
契
約
は
、
消
費
者
側
が
貸
し
手
と
な
る

お
金
の
貸
し
借
り
で
あ
り
、
国
債
や
預
貯
金
と
は
リ
ス
ク

が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
全
損
の
恐
れ

も
あ
る
取
引
で
す
。

「
医
療
機
関
債
」
の
他
に
も
「
病
院
債
」
や
「
病
院
へ

の
投
資
」
な
ど
の
言
葉
で
い
か
に
も
お
ト
ク
で
あ
る
よ
う
な

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

業
者
の
言
葉
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
少
し
で
も
怪
し
い
点

や
分
か
ら
な
い
点
が
あ
る
と
き
は
ハ
ッ
キ
リ
断
り
ま
し
ょ

う
。
心
配
な
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー
石
見
地
区
相
談
室

電
話
番
号:

０
８
５
６-

２
３-

３
６
５
７


